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堂々と展開！！ 

田端駅頭、街頭宣伝行動！！ 
さらに安全で安心な JR を創造する為に！＝新幹線列車火災事故での団交報告＝ 

 「おはようございます！ジェイアール・イーストユニオン関東です！！」。元気な声が田端駅駅頭をこだま

した。10 月 22 日朝、定例となっている田端街頭行動を 4 名の仲間で堂々展開した。この行動は地本結成以

降、「私たちの存在をなんとか、会社や町を歩くお客様に知って戴きたい」との思いから、菅井前委員長の指

導によってはじめたものだ。月に 1 回の行動に田端駅頭を通行されるお客様、東京支社の仲間のみなさんか

ら好奇の目で見られたこともありましたが、現在では、JR 東日本の中で働く中から発生する問題。さらにお

客様に快適な旅を提供する為の提言など示唆に富んだ内容にご理解を戴きつつあるのでは、と感じる場面

も・・・。今回の内容は 6 月 30 日に発生した JR 東海 東海道新

幹線火災事故に端を発した新幹線火災発生時におけるお客様の安全

問題。この問題で私たち JRE ユニオン本部が会社に申し入れた安

全対策について社会に訴える意味でチラシを作成、配布行動を展開

しました。 

200 枚用意したチラシも瞬く間に少なくなっていく光景には運動の

しがいを感じる場面もあります。私たちの思いを、私たちのぬくも

りをじかに手渡しする。当初、こうした行動にテレから顔をあから

めていた仲間も今では大きな声で挨拶し、時には知り合いと談笑し

ながら行動を展開する姿も見られています。こうした姿を見るにつけひとり一人が行動によって少しずつ成長

し強くなっている事を痛感します。私たちの会社の中にはまだ見えない壁や誤解が存在をしています。しかし、

その壁や誤解を解くのも私たち自身であり、それこそが最大の運動ではないかと思います。私たち自身を仲間

に知って戴く、ご理解戴くこと。その為には自らが壁やバリアを作らない。第一段階は知らない方にもご挨拶

をする。第二段階は私たちの主張をでしゃばらずにお伝えする。第三段階は私たちの人柄を行動や仕事、さら

にプライベートから知って戴く。こうした行動のできる自己を共に確立していけたらと思っています。 

私たちの自律的な生き様をつまびらかに見て戴きましょう。若い私たちの精神はまだ

まだ伸び盛り であるといえます。自分を成長させるそのために共に行動を起こして

参りましょう。 

関東エリア地本は自らを鍛え成長させるため行動を展開していく！！ 

私たちの行動にこそ仲間は信頼する！！ 

会社を守り発展させるため今後も堂々行動していこう！！ 
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